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SRTのトータルデザインについて

【資料２】

新たな路面公共交通システム
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トータルデザインとは



🚌 ■「トータルデザイン」とは
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製品から案内表示や乗り物、設備や施設全体までを総合的に管理し、

製品や世界観など一環でデザインを担当すること

【参考】芳賀・宇都宮LRTトータルデザイン
コンセプト概念図
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🚌 ■名古屋駅周辺に関するトータルデザインについて①
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都市のデザイン形成に関する有識者の意見を聴取し、質の高い象徴的な空間形成に向けたトータルなデザイン及び名古屋駅東西の駅前広場周

辺エリア等のデザインについて検討をするため、平成27年度より「名古屋駅周辺エリアにおけるトータルデザイン検討会議」を開催（過去11回）



🚌 ■名古屋駅周辺に関するトータルデザインについて②
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現在の名古屋駅西側駅前広場

完成イメージ（R3.9公表）

令和４年10月撮影

• 平面レベルの整備が、リニア中央新幹線の玄関口
にふさわしい、デザインに配慮した駅前広場整備
を目指すため、デザインコンセプトや施設計画等
の基本的な考え方をデザイン計画として取りまと
めた

• このデザイン計画に基づき、引き続き関係者との
協議を行いながら、具体化を図る

■名古屋駅西側駅前広場のデザイン計画（リニア開業時の姿）
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ＳＲＴのトータルデザインは？



🚌 ■デザイン検討のプロセス
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デザイン視点の掘り下げ

デザインコンセプト

各種デザインの検討

ＳＲＴ構想に記載された「ＳＲＴのコンセプト」を
分析し、デザイン視点を抽出

今回

次回

（4/11）

（6/6）

3回目
以降



🚌 ■デザイン視点の抽出
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ＳＲＴのコンセプト（ＳＲＴ構想より）

①みちの再生による都心の魅力向上
・公共交通が利用しやすく、歩いて楽しい道路空間に生まれ変わります。
・快適にくつろげる待合空間が、まちの情報スポットに生まれ変わります。
・ＳＲＴがまちの風景に溶け込み、歩道や沿道の建物と一体的な賑わいを生み出します。

②地区間の連携を強化する基幹公共交通
・行きたい場所まで迷うことなく、待たずに行くことができます。
・鉄道などと便利に乗り換えられ、多くの人を運ぶことができます。

③まちを訪れる人に新しい移動価値を提供
・まちの賑わいや移ろいを楽しみながら移動することができます。
・ユニバーサルデザインが行き届き、誰もがストレスなく移動できます。
・自動運転などの新しい技術で、乗り心地が良く、スムーズに乗降できます。

グ
ル
ー
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
視
点

名古屋の魅力が表現され、まちの景観と調和し、賑わいを生み出すデザイン

楽しみながら移動でき、まちを巡りたくなるデザイン

先進性が感じられ、わかりやすく利用したくなるデザイン

楽しさ

シンボル

快適性
利便性

楽しい まちの情報スポット 楽しみながら

まちの風景に溶け込み 一体的な賑わいを生み出します

利用しやすく 快適にくつろげる 迷うことなく 便利
ユニバーサルデザイン 誰もがストレスなく 新しい技術 乗り心地が良く
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名古屋

らしさ

景観

楽しさ
わかり

やすさ

先進性

■デザイン視点の掘り下げ
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ＳＲＴの
へ

（第２回）

・名古屋のなりたち
・都心部の状況
・先進的な取組、動き

まちとのつながり
社会の動き

デザイン視点の掘り下げ
（第１回）

名 景 先 わ 楽
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本日の論点：

①ＳＲＴのデザイン視点について掘り下げる

大事にすべき視点、エッセンス、キーワードなど

②ＳＲＴの魅力を高める機能について

車内機能・コンテンツについて
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